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近畿の地域金融機関初！株式会社 格付投資情報センターによる 

「顧客本位の投信販売会社評価」を取得！ 

京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、株式会社 格付投資情報センター（以下、Ｒ＆Ｉ※）による

「Ｒ＆Ｉ 顧客本位の投信販売会社評価」を近畿の地域金融機関で初めて取得しましたので、

お知らせします。 

本評価は、投資信託販売業務を行う銀行・証券会社などの金融事業者がいかに「お客さま本位

の業務運営」を行っているか、その取り組み方針や取り組み状況をＲ＆Ｉが中立的な立場で

評価するものです。今回、当行は初めて本評価取得に伴う調査を受検し、Ｒ＆Ｉの評価で「Ｓ」

の評価を取得しました。評価符号は、顧客本位の取り組みが優れた順に大きく「ＳＳ」、「Ｓ」、

「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」の５段階評価となっており、現時点では「ＳＳ」の最高評価を取得している

金融機関はなく、「Ｓ」は「顧客の最善の利益を図るための取り組みが行われており、多くの

優れた要素がある」と定義されております。 

当行では、今後もお客さまのニーズに応える良質な金融サービスの提供を通じ、資産形成・

運用分野において、より一層お客さまに信頼され、信認を得られる銀行を目指してまいります。 

※Ｒ＆Ｉ…日本を代表する格付会社。信用格付をはじめ年金運用コンサルティング・投信評価など、 

さまざまな金融情報サービスの提供を行っている。 

以 上 

 

＜ご参考＞Ｒ＆Ｉの評価レポートより（本リリースに評価書添付） 

評価のポイント 

 

・経営陣の十分な関与のもと、営業本部に所属する顧客本位の業務              

運営（ＦＤ）推進の主管部署が実務に沿った形でＦＤに関する施策

を立案し推進している点 

・ＦＤの実務に必要となる高度な専門性の習得のための体制を整備             

している点 

 

 

京都銀行グループでは、従来から「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念に基づいた企業活動を
行ってまいりました。今後も経営理念のより一層高いレベルでの実践であるSDGs達成に向け、地域の
社会課題の解決に貢献してまいります。なお、関連するプレスリリースにその目標であるSDGsのアイ
コンを明示しております。 

【SDGs】2015年 9月に国連で採択された、経済・社会・環境のあり方についての 2030年まで
の世界共通目標。17のゴールと169のターゲットで構成されている。 
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